
 

令和 8 年度第 1 回 大阪府立東淀川支援学校 学校運営協議会 議事録 

  

内容・発言者 内 容 

・吉田教頭 ・ 令和８年度第１回大阪府立東淀川支援学校運営協議会の開会 

・ 全体の進行（吉田教頭）挨拶 

・ 議事進行を会長が行うことの確認 

・ 委員出席４名 過半数を満たしており、会の成立確認 

・ 傍聴者は０名を確認 

委員紹介   

・古瀬校長 

 

 

・校長挨拶 

・委員の紹介 

・事務局メンバーの紹介 

（教頭２名、事務長、首席４名） 

資料説明 

・吉田教頭 

・ 学校運営協議会実施要項 

・ 傍聴規則 

・ 「令和８年度 学校経営計画及び学校評価」 

・ 令和８年度学校要覧 

・ 令和８年度使用教科用図書（選定・採択）一覧表 

会長決定 

・吉田教頭 

・一般財団法人 YourLife 理事 橋本 宰（はしもと おさむ）様に決定 

会長挨拶   

・橋本会長 

・橋本会長 挨拶 

議事 

・橋本会長 

学校経営計画説明 

・古瀬校長 

 

 

議事 

・橋本会長 

 

質疑 

・南委員 

 

 

 

 

回答 

・古瀬校長 

 

 

 

・議事進行 

 

学校経営計画について説明 

・めざす学校像 

・中期的目標 

・本年度の取り組み内容 

 

・学校経営計画について質疑応答 

 

 

・校長のご経験を活かして学校運営を進めていただきたい。 

キャリアに関してはマトリックス、パスポートについてどのように活用していくの

か。全教職員が意識できるような取り組みの仕方について。 

また、授業改善についてアンケートを評価指標にしているが注目している評価項目

について。教員の働き方改革について。 

 

・キャリアパスポート・キャリアマトリックスについて 

キャリアマトリックスについては「各学部の連携が弱かった」という反省から、すべ

ての学部学年を通じて連続性・発展性のあるものをめざして見直しを進めている。ま

た、キャリアパスポートを今年度より作成し、児童生徒に応じたキャリア教育の充実



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑 

・森田委員 

 

回答 

・古瀬校長 

 

補足 

・須齋首席 

 

質疑 

・橋本会長 

 

回答 

・古瀬校長 

 

を図っている。高等部に関しては１年生の時点から早め早めに進路先の見学などを

している。 

・授業改善について 

授業改善の取り組みにおいて、本校では授業を録画し、授業者本人が自身の授業を振

り返ることができる体制をとっている。アンケート内容のフェードバックによる授

業改善に関しても、授業者本人が客観的に振り返り、納得感をもって理解する体験が

必要であると考える。子どもたちの実態は多様である。個々の児童生徒をしっかりア

セスメントし、どのような環境設定をするのか、教科の授業に取り組む前の土台とな

る自立活動について、などを重点的に評価したい。特に自立活動に関しては大阪府教

育センターのパッケージ支援も受けており、内容を充実させようとしているところ

である。 

・働き方改革について 

貴重な意見への謝意。本年度プールの清掃を業者に委託する。 

 

・安全に関して 石川の方で支援学校の生徒の事故があった。鍵を外して故意に外出

をするような児童生徒に関してどのような対応をしているのか。 

 

・鍵を開けて校外に出ることへの対応はダイアル式のカギについては教職員のみの

把握としている。 

 

・校内で居場所が分からなくなった場合、全校、学部で捜索するマニュアルがある。

また、校内での行方不明者対応訓練を本年度実施予定である。 

 

・学校の取り組みの発信について、現状は何を想定されているのか紙媒体なのか、ネ

ットによる発信なのか。また素敵な取り組みに関しては早めの周知をお願いしたい。 

 

・ブログについて、こまめに発信していく。またパンフレットなども更新する予定。

新たな SNSの発信方法についても検討中である。 

 

協議終了 

議事 

・橋本会長 

説明 

・藤本学事教務部長 

 

質疑 

・森田委員 

      

 

回答 

・藤本学事教務部長 

    

 

教科用図書選定について 

 

教科用図書選定、採択基準について、説明。 

会議室内に採択教科書の展示案内。 

 

・図書が難しいことはよくわかる。子どもたちの実態があまりに幅があるということ

は理解できる。自分の子どもに関してはきれいなままで使用していない様子がある。 

選定理由を教えてほしい。 

 

・いわゆる★本についてはあくまできっかけ。指導要領に準拠しているが副教材を使

くことを想定したものなので、使用頻度が少ないことも想定される。あくまで最初の



 

 

 

議事 

・吉田教頭 

段階での活用であることが想定されている。教員からの教示や補助、一般図書を用い

て進めているところである。小学部に関しては一般図書の活用を進めているのが現

状となる。 

 

議事終了 

取り組み報告 

・吉田教頭 

・林首席 

 

 

 

・池田首席 

 

・須齋首席 

 

 

 

 

 

新設校について報告 

・古瀬校長 

 

 

質疑 

・寺田委員 

回答 

・古瀬校長 

 

・SPS 認証式の様子、今後の取り組み 

≪小学部 報告≫ 

・３年生校外学習の様子（キッズプラザ大阪） 

・４年生図工の授業 指で描く様子 

・６年生校外学習（大阪広域環境施設組合東淀川工場）  

≪中学部 報告≫ 

・各学年３枚の写真と説明を映像・音声・BGMを組み合わせてプレゼンテーション 

≪高等部 報告≫ 

・職業授業、コース授業について教育課程の再編成 

・柴島高校との交流教育について 

・キャリアルーム、キャリアラボの運用について 

 ・高等部卒業生の進路状況 

 

 

・令和 10年度の新設校について 

 校区の変更、児童生徒の異動学年、異動人数、教育委員会の保護者説明会スケジュ

ールについて 

 

新校ができるというのは対象児童が増えているのか？ 

 

支援学校に来る児童生徒は年々増えており、その対応として府教育委員会が行って

いる対策になる。 

 

・報告終了 

・吉田教頭 

 

 

・本日の議事の要旨につきましては公開となる。事前に各委員に内容の確認をさせて

いただく。 

・年間予定 原則としては年間３回の開催を確認。 

・次回第２回は進捗報告に対するご意見をいただく。 

・第３回は令和８年度及び令和９年度の学校経営計画へのご意見をいただく。また、 

学校教育診断票を児童生徒、保護者、教職員がほぼ共通した項目で評価したものを分

析して学校自己評価を行う。 

閉会 

・古瀬校長 

 

・閉会の挨拶 

 


